
西暦 年号 年齢(数え)事項
1859.2.20 安政6 下総の国(現千葉県松戸市)で山崎家長男として健生
1867 慶応3 9歳 手習いを始める
1870.9 明治3 12畿 三尊影向
1873 明治6 15歳 独学勤農細字
1879.11 明治12 21歳 出家f弁栄』と改名東漏寺に入室
1881.2 明治14 23歳 東京遊学
1882 明治15 24歳 一心法界三昧成就

断食参鏑
筑波山入山(8月末から2ヶ月間)
東漸寺にて宗惑の両脈を相継(11月)

1883.9 明治16 25歳 東漸寺経蔵にて一切経拝読(-明治18年6月まで)
1885 明治18 27歳 善光寺(東京都八丈島)創君愛着手
1888.2 明治21 30歳 東京進教鈴木家結縁
1889， 明治22 31歳 東京近郊や群島積木の近県に巡教
1891 明治24 33麓 善光寺本堂落成
1992 明治25 34歳 浄土宗本校を新築
1893 明治26 35歳 北陸巡教

東京、浅草誓願寺でにて結縁喜捨金を扱う
1894 明治27 36旗 北海道巡教(7月)

横浜からインドへ(12月)
1895 明治28 37歳 セイロン島、インド、シンガポール、ホンコンを巡り、帰匡

京都に滞在の後、姫路、鳥取、三河を巡教
1896 明治29 38歳 関東各地を避教
1897 明治30 39歳 関東、東海巡教

制鏡阿弥陀経国会第一飯を印刷
1898 明治31 40歳 駿河、遠江、尾強、美遣、伊務地方、三河、関東へと遮i
1899 明治32 41歳 漬尾地方巡経
1鋭泊 明治33 42歳 参州ご巡錫中に御病鎌倉へ
1901 明治34 43歳 浅草、横浜、商鶴、美遣を巡教
1902 明治35 “歳 無量寿尊光明歎語文乃要解を頒施主に関東を巡教
1903 明治36 45. 聖浄ニ門は裏表
1鈎4 明治37 46歳 松戸青年会
1鈎5 明治38 47歳 厳父逝去
1鈎5-1907 関東・関西避教
1908 明治41 50最 岡崎市にて金庫
1909 明治42 51歳 捨短取長
1910 明治43 52歳 f心の光j出版中紬・東海道教
1911 明治44 53歳 剃除護費
1912 大正元年54. 東京、群馬、千葉、埼玉、九州選教

党甥主轟の名をもって、斬法問を弘通
1913 大正2 55轟 筑欝福間大善寺fこて、はじめて光明主華教学の請義
1914 大正3 56歳 光明会趣意書を頒布

北陸‘東海逮錫
1915 大正4 57歳 養護、尾張地方選教
1916 大正5 四歳 改 正礼拝鐘
1917 大正6 59歳 朝鮮、満州、九州、東京、東海へ
1918 大正7 60憲 当麻入山
1919 大正8 61歳 東西避教
1920.12 大正9 62旗 逝去




